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シャッフル1回のみの秘密計算に必要なカード枚数について
A Note on the Number of Cards Required for Secure Computations

with Single Shuffle
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あらまし
カードベース暗号では，秘密計算を実現するプロトコ
ルにおいて，「カード枚数」と「シャッフル回数」がその
複雑さの尺度となり，これらの値は小さいほどよい．後
者の尺度を最小とする既存研究として，Shinagawa と
Nuida [1]はGarbled Circuitのアイデアを基に，任意の
n変数論理関数は 1回のシャッフルで秘密計算できるこ
とを示した．必要なカード枚数は，計算したい n変数論
理関数が q個のゲートで表現できるとき，2n+24q枚で
ある．例えば，n変数の AND関数や XOR関数に適用
すると，それらのゲート数は n− 1なので，26n− 24枚
のカードを使うことになる．本稿では，これら 2つの具
体的な関数に着目すると，必要なカード枚数が削減でき
ることを示す．具体的には，n変数 AND関数は 4n− 2

枚，XOR関数は 2n枚のカードでシャッフル 1回のみを
用いて秘密計算できる．
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